
小規模事業者経済動向調査報告書（要約版）から 

 

 

◎2019年７月～９月のＤＩ及び前期（2019 年４月～６月）との比較 

 

製 造 業：「売上（加工）額」及び「採算（経常利益）」がマイナスのＤＩ値を示

しているものの、前期との比較では、「好転」・「大幅好転」・「横ばい」

の判断となっており、改善の兆しが伺える。 

      経営上の問題点として、前期に続いて、需要の停滞・原材料価格の上

昇などの外的要因があげられるが、製品ニーズの変化への対応など自

助努力で解決可能な課題もあり適切な対応が求められる。 

建 設 業：前期にプラス 60 のＤＩ値を示していた「完成工事（請負工事）額」

の項目が悪化の判断を示しているものの、他の項目は好調であった前

期から「横ばい」の景況判断であり、業種全体として好調な景況感が

続いていると言える。 

一方、経営上の問題点としては、材料価格の上昇や入手難・官公及び

民間需要の停滞、従業員の確保難をあげる事業者が多く、10月からの

消費税増税をあげる事業者もある。 

小 売 業：前期と同様に全ての項目がマイナスのＤＩ値である。また、調査対象

の５項目の前期と今期の比較では、「好転」・「悪化」が２項目ずつ、

１項目が「横ばい」の判断であり、前期と変わりなく厳しい景況感が

伺える。 

人口減少や購買力の流出、大型店・中型店の進出による競争の激化な

ど自助努力では解決しきれない経営上の問題点があげられ、業種全

体として、引き続き厳しい状況が続いている。 

サービス業：全ての項目がマイナスのＤＩ値であるが、ＤＩ値のマイナス幅は比較

的少なく、前期と同様に厳しい中にも底堅い景況感がある。 

経営上の問題点として、従業員の確保難が続き、人件費の上昇や利用

料金の低下・上昇難、更には、消費増税による消費者の負担が売上に

影響しないか懸念する事業者もある。 


